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【    ：組合、    ：会社】 

申４号 

「宇都宮線『古河～野木駅間』架線切断による 大規模輸送障害について」 

 の申し入れ 

の申し入れ 

１．相次ぐ大規模輸送障害に対して、国土交通省から発出された警告文書および行政指導に対しての大

宮支社としての見解、および 再発防止に向けての具体的な内容と、社員へどのように周知・働きかけ

るのか、検討していることを示すこと。 

重大な課題として受け止めつつも、会社全体としての問題

意識や危機感の共有、安全の再構築に向けて全社員一丸と

なってどう取り組むのか具体性に欠く！「融合と連携」の前

に、揺らいだ「安全」、失った「信頼」を取り戻すのが先だ！！ 

（回答）「勇翔 2034」において、「安全」がグループ全体の経営のトッププライオリティであることは

変わるものではなく、「究極の安全」を追求し、「融合と連携」をさらに進めていくことで、これまで築

いてきた「安全文化」等の安全の基盤を強固にするなど、不断に安全レベルを向上させ、すべての事業

の基盤である信頼を構築していく考えである。なお、今後、各事象への対策等を検討していく考えであ

る。 

 警告書を受け、「改善が図られていない」「期待

を裏切ってしまった」と私たちは重く受け止めて

いるが、会社の受け止めはどうか？ 

 Teams 配信やプレス発表を以って社員周知とす

るのか？ 

 警告書を受けるような事象については設備部門

のみならず、会社全体として問題意識を共有し、安

全風土を作っていくというようにならないのか？ 

 「融合と連携」をさらに進めていくとあるが、

本当に再発防止になるのか？足早に進めてきた結

果こうなってしまったのではないか？ 

 警告書が２度も交付される異例のことだが、時

間が経ちもはや職場では話題にもならない。「究極

の安全」「これまで築いてきた安全文化」とあるが、

ただのワードにしか過ぎなくなっている。そこの

問題意識はどうか？ 

 経営的な問題があったのではないか？コロナ禍

ということはあったものの、３年間で８００億円

の修繕費を削減した影響はあると考える！ 

 重大な課題として受け止めている。 

 

 

 社長会見を通して社会全体への周知や、社員

に向け安全情報を展開している。 

 安全のフォアマン等職場の方を中心にＣＳ

運動も踏まえ、職場で議論できる環境はある。 

 

 今まで関わりの無かった方たちと一緒に仕

事をすることで、新しい価値等が生まれたりと

安全に寄与している。 

 当社内外の過去の事象に関して、本社の安全

企画部から全社員にメールで周知するといった

ところに取り組んでいる。 

 

 

 コロナ禍では限られた予算の中で工事の発

注等していた。最低限、列車運行に支障が出ない

ように修繕工事を実施していた。 


